
第２回 世田谷区立砧小学校・砧幼稚園改築基本構想見直し検討委員会 議事録 

日時 令和 6年 9月 12 日（木）10：00～11:00 

場所 砧小学校 1 階ランチルーム 

出
席
者 

委員 

14 名 （宇佐美、入江、神田、島崎、畝目、佐々木、玉野、秋山、宇都宮、市川、

髙橋、奥、米倉、池田） 

※欠席 1名（荒川） 

事務局 世田谷区 教育環境課 高野、鍋坂、小野塚、片倉 

関係部署 世田谷区 施設営繕第一課 高源、 

基本構想見

直し検討支

援事業者 

株式会社久米設計 川井、鈴木、斎藤、早川 

 

【配布資料】 

 資料１ 第１回世田谷区立砧小学校・砧幼稚園改築基本構想見直し 検討委員会議事録 

 資料２ 第１回検討委員会意見まとめ 

 資料３ 基本方針の決定に向けて 

 資料４ 校舎・園舎配置案及び外構計画案比較資料 

 資料５ 児童ワークショップ実施概要（案） 

 

議題 

１）第１回検討委員会議事録の確認について 

 【事務局】資料 1を説明。修正・加筆等はあるか。 

⇒【委員】意見等ないため、本議事録を確定版とする。 

 

２）第１回検討委員会資料に関する意見について 

 【事務局】資料 2を説明。修正・加筆等はあるか。 

⇒【委員】意見等ないため、こちらの第１回検討委員会意見のまとめを確定版とする。 

 

３）基本方針について 

 【事務局】資料 3を説明。 

 【事務局】子どもたちの健康・体力の向上に寄与する施設のテーマの中で、本計画の特徴でもあ

る医療的ケア児への配慮について追加している。 

 【事務局】自然とのふれあいを大切にする地球にやさしい施設のテーマの中で、本計画の目標で

もある ZEB 化について追加している。 

 【事務局】修正・加筆等はあるか。 

⇒【委員】意見等ないため、こちらの基本方針を確定版とする。 

 

資料１ 



 

４）校舎・園舎配置案及び外構計画案について 

 【事業者】前回検討委員会を踏まえ、たたき台を更新した A案と松を保存した B案を説明。 

≪各案について≫ 

 【委員】A案は 2階に活動テラスがあるのが特徴的。 

 【委員】B案の方が地下 1階の面積が大きいが、掘削量が多いのか。 

⇒【事業者】B案は中庭を設けたため、地上部の床面積が減り、その分地下面積が増えてい

る、A案は極力掘削量を減らす計画としている。B案は A案に比べ掘削量が約 1400 ㎥増加し、

コストへも影響する。 

 【委員】B案は南西の通学動線の他に北側にスロープがあるが、児童は使わない想定か。 

⇒【事業者】北側は送迎車や緊急車両等の車路としての勾配を想定。B案は南側に通学動線を

確保している分、スペース的に北側に歩行者用の階段の確保が困難である。 

 【委員】A・B案共に昇降口は分散させたい。 

 【委員】砧小学校・幼稚園は地域住民や保護者の活動が積極的に行われている。屋内や屋外空間

に現在行われているイベント等ができるスペースが確保できているか。 

⇒【事業者】現時点でも菜園やまなびの庭といった屋外活動スペースを確保している。今後の検

討により、できるだけ活動スペースを確保したい。 

 【事務局】B案は普通教室の分棟化による移動動線の増加やメディアセンターの細長い室形状、

掘削土量の増加、国分寺崖線側の建物ボリュームの増加などの懸念点がある。総合評価としては

A案の方よい。 

 【委員】学校教育の基本方針に適しているのはどちらかという視点が重要。 

≪幼稚園について≫ 

 【委員】園庭は運動会が行えるスペースを確保してほしい。 

 【委員】本幼稚園では医療的ケア児の受け入れもあるため、諸室や動線に十分なスペースを確保

し、屋内外共に安心・安全になっているか検討いただきたい。 

 【委員】多目的室は預り保育室に隣接していた方が、午睡等様々な利用が可能。 

≪松の木の継承について≫ 

 【委員】100 周年記念冊子の大正２年の校舎の写真にも松の木が写っている。松の木のある学校

の風景を継承することは重要。松と桜が並んでいる風景に魅力を感じるため、B案を推したい。 

 【委員】松や自然を残すことは情操教育としても重要。 

 【事務局】B案は松の木が校舎の日影となり枯れるリスクもある。マツの立曳きも可能性も検討

し、総合的に判断したい。 

 【委員】第 3回検討委員会までに、マツの立曳きによる移植と既存位置での保存のどちらに合理

性があるかを検討し、最終決定となる図面を提示してほしい。 

 

５）児童ワークショップについて 

 プレゼンテーション時には保護者や地域住民も参加していただきたい。 

 
５）閉会 

 【委員長】別途意見があれば事務局へ連絡いただきたい。 

 【委員長】次回検討委員会は 10 月 23 日を予定している。 

以上 


